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編集後記
当研究所所報第3巻は“北海道と北欧諸国との交流の現状と展望”を特集した。当研究所が
開所して日が浅く，所としても北方圏といわれる諸国の学術情報等の収集及び交流も十分でな
いことから，北海道にあって，最も身近な生活の諸事情をふまえて北欧諸国との交流を盛んに
しておられる諸国体を紹介し，かつ学ぶことが大切と考えたからである。
幸いなことに，多忙を極めるこれら諸国体の方々に無理を願いおまとめいただいた。十分な
意を尽さずにお願いしたことにお詫びして，本巻出版に至ったことに心から感謝とお礼を申し
上げる。井口光雄氏（北海道フィンランド協会）は日本との交流の中で，とりわけ北海道人の
生活にとって，同じ寒冷地に生きる個性的な生活を学ぶ上で，諸国の生活に学ぶに大きな影響
を受けていると示唆された。川崎一彦氏（北海道東海大学）はスウエ｝デン協会，北方圏センター
でのご活躍も含めてその活動を紹介して下さり，北海道人の自然と人聞の営み（生活）を一元
的にとらえる常識は世界標準に近く，長野オリンピックでの活躍のメダルは，これらの北海道
の生活から生まれた“北海道のメダル”だ，との意を述べておられる。尾谷正孝，宮野英隆（デ
ンマーク社会研究協会日本支部）の両氏は 5年間の交流の歩みを通して，福祉・教育など具体
的方策にいかに学ぶことが多いかを指摘しておられる。
当研究所の課題は多いが，北欧諸国，北米，カナダなど北方圏に生きる人々の生活に学び，
かつ，当研究所からも優れた情報を発信することにあると考えている。
また，当研究所が1997年4月以降，北海道女子大学の附属機関として改組転換をはかったの
で諸規程を改正した。これにともなって，当研究所員，研究員の応募の方法などを明らかにし
たので，これを掲載して，諸賢のご参加をお願いすることとした。
（吉村信義）
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